
 

 

岩手県と東日本高速道路株式会社との包括的連携協定書 

 

  岩手県（以下「甲」という。）と東日本高速道路株式会社（以下「乙」という。）とは、相互の連 

携を強化することについて、次のとおり包括的連携協定（以下「協定」という。）を締結する。 

 

（目的） 

第１条 本協定は、甲と乙とが相互に連携して、双方の資源を有効に活用し、岩手県内における地 

域の活性化を図るとともに、高速道路、サービスエリア・パーキングエリアにおける質の高いサ 

ービスの提供等を通じて、利用者の利便の向上、利用拡大を図ることを目的とする。 

（連携事項等） 

第２条 甲及び乙は、前条に規定する目的を達成するために、次の各号に掲げる事項について連携 

して取り組むものとする。 

（１）観光の振興に関すること。 

（２）地産地消の推進と岩手県産品の販路拡大に関すること。 

（３）防災・災害対策に関すること。 

（４）技術連携に関すること。 

（５）環境保全に関すること。 

（６）県民運動に関すること。 

（７）その他本協定の目的に沿うこと。 

２ 甲及び乙は、前項各号に掲げる事項について、その具体的な推進方法、役割等に関し、別途協 

議を行うものとする。 

（有効期間） 

第３条 本協定の有効期間は、平成２６年７月２３日から平成２９年３月３１日までとする。ただ 

し、本協定の有効期間満了の日の３０日前までに甲又は乙のいずれかが書面をもって協定終了の 

申し出を行わないときは、本協定は自動的に３年間延長されるものとし、以後も同様とする。 

（その他） 

第４条 本協定に定めのない事項、又は本協定に定める事項に関し疑義等が生じたときには、甲と 

乙が協議して定めるものとする。 

 

 本協定の締結を証するため、本書２通を作成し、甲乙それぞれ署名の上、各自その１通を保有す 

るものとする。 

 

平成２６年７月２３日 

 

         甲 岩手県盛岡市内丸１０番１号 

           岩手県 

岩手県知事                達増 拓也 

 

         乙 東京都千代田区霞ヶ関三丁目３番２号 

           東日本高速道路株式会社  

代表取締役社長              廣瀨  博 

 

別紙１ 


